
　

4
月
か
ら
、
独
身
男
女
の
出
会

い
創
出
に
繋
が
る
事
業
を
行
う
団

体
へ
補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
を

設
け
ま
し
た
。

◆
対
象
団
体

　

市
内
で
独
身
男
女
の
出
会
い
創

出
に
取
組
む
団
体

◆
対
象
事
業

・
独
身
男
女
の
出
会
い
を
創
出
す

　

る
事
業

・
異
性
と
の
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

能
力
向
上
な
ど
に
関
す
る
事
業

◆
補
助
額

　

独
身
男
女
の
参
加
者
数
に
２
千

円
を
乗
じ
て
得
た
額
、
ま
た
は
開

催
費
用
の
２
分
の
１
の
額
の
い
ず

れ
か
低
い
額
。

※
１
つ
の
事
業
に
対
す
る
補
助
金

　

の
上
限
は
10
万
円

※
同
一
団
体
に
対
す
る
同
一
年
度

　

内
の
補
助
金
交
付
の
合
計
金
額

　

の
上
限
は
原
則
25
万
円

◆
募
集
期
間　

随
時

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

◆
申
込
方
法

　

所
定
の
補
助
金
交
付
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
事
業
計
画

書
と
収
支
予
算
書
を
添
え
て
、
事

業
実
施
20
日
前
ま
で
に
本
庁
地
方

創
生
課
ま
で
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
書
配
布
先　

地
方
創
生
課

※
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

●
問

・
地
方
創
生
課

　

℡ 

23
‐
１
１
４
８

　

就
職
活
動
に
役
立
つ
パ
ソ
コ
ン

の
基
礎
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

を
勉
強
で
き
ま
す
。

◆
期
間

　

6
月
14
日
（
水
曜
）

　
　

～
9
月
13
日
（
水
曜
）

◆
場
所　

小
林
高
等
職
業
訓
練
校

◆
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担

◆
定
員　

20
人

◆
募
集
期
間

　

3
月
28
日
（
火
曜
）

　
　

～
5
月
12
日
（
金
曜
）

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
林

　

℡
23
‐
２
１
７
１
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市
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

で
は
平
成
29
年
度
の
新
規
会
員

を
募
集
し
ま
す
。
市
内
の
歴
史
や

ガ
イ
ド
手
法
に
つ
い
て
月
一
回
程

度
定
期
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
初
心
者
の
方
も
安
心
し
て
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
対
象
者

　

市
内
在
住
で
健
康
な
人
。
年
齢

は
問
い
ま
せ
ん
。

◆
年
会
費　

１
５
０
０
円

●
問

・
社
会
教
育
課

　

℡
22
‐
７
９
１
２

　

薬
剤
師
・
看
護
師
を
養
成
す
る

大
学
な
ど
に
進
学
ま
た
は
在
学
中

で
、
卒
業
後
に
市
立
病
院
へ
就
職

を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
奨
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

◆
申
込
期
限　

4
月
30
日
（
日
曜
）

※
郵
送
の
場
合
、
4
月
30
日
（
日

　

曜
）
必
着

◆
申
込
方
法

　

指
定
の
申
請
書
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
市
立
病
院

事
務
部
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
市

立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
奨
学
金
（
月
額
）

・
薬
剤
師

　

7
万
5
千
円
（
最
長
72
か
月
）

・
看
護
師

　

5
万
円
（
最
長
36
か
月
。
大
学

の
場
合
は
、
最
長
48
か
月
）

※
選
考
は
、
書
類
審
査
と
面
接
審

　

査
で
決
定
し
ま
す

◆
償
還
の
免
除

　

市
病
院
企
業
職
員
採
用
試
験
合

格
後
、
借
り
受
け
た
期
間
以
上
、

市
立
病
院
で
従
事
し
た
場
合
は
償

還
を
免
除
し
ま
す
。

●
申
・
問

・
市
立
病
院
事
務
部

　

〒
８
８
６
‐
８
５
０
３

　

小
林
市
細
野
２
２
３
５
番
地
3

　

℡
23
‐
４
７
１
1

　　

乳
・
幼
児
期
に
起
こ
り
や
す
い

事
故
や
病
気
の
予
防
と
そ
の
手
当

な
ど
の
知
識
と
技
術
を
習
得
で
き

る
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

◆
日
時

　

５
月
27
日
（
土
曜
）、
28
日
（
日

曜
）、
６
月
４
日
（
日
曜
）
の
９

時
30
分
～
17
時

※
３
日
間
の
受
講
が
必
要
で
す

◆
場
所　

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
内
容

①
赤
十
字
幼
児
安
全
法
に
つ
い
て

②
子
ど
も
の
成
長
発
達
と
事
故
予

　

防
③
子
ど
も
の
応
急
手
当　

な
ど

◆
費
用　

教
材
費
１
８
０
０
円

◆
必
要
な
も
の

　

大
盤
ハ
ン
カ
チ
、
ス
ト
ッ
キ
ン

グ
を
そ
れ
ぞ
れ
１
枚

※
最
終
日
に
、
学
科
・
実
技
検
定

　

を
行
い
、
合
格
者
に
は
「
赤
十

　

字
幼
児
安
全
法
支
援
員
認
定
証
」

　

を
交
付
し
ま
す

◆
定
員　

20
人

◆
申
込
締
切　

５
月
10
日
（
水
曜
）

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
・
問

・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

　

県
立
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
で

は
、
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
目

の
不
自
由
な
人
に
、
広
報
紙
、
議

会
だ
よ
り
や
本
な
ど
を
音
訳
す
る

た
め
の
講
座
で
す
。

◆
対
象

・
講
習
終
了
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

活
動
を
行
え
る
人

・
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
で
き
る
人

◆
講
習
期
間

　

５
月
か
ら
平
成
30
年
３
月
ま
で

の
第
２
土
曜
、
第
４
土
曜

※
講
習
は
、
13
時
30
分
～
15
時
30

　

分
に
行
い
ま
す

◆
開
講
式

　

５
月
13
日
（
土
曜
）
13
時
30
分

◆
場
所　

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
受
講
料 

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担

◆
申
込
締
切　

５
月
２
日
（
火
曜
）

●
申
・
問

・
小
林
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
23
‐
３
４
６
６

21 KOBAYASHI 2017. ４

ＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎ２０１7 年　4 月１日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ
▼▼

募　

集

市
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
会
の
新
規
会
員

▼▼
講
座
・
催
し

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

出
会
い
創
出
事
業

補
助
金
の
申
請
受
付

職
業
訓
練
の
受
講
生

平
成
29
年
度
小
林
市

病
院
事
業
奨
学
生

赤
十
字
幼
児
安
全
法

支
援
員
養
成
講
習
会

～一般書籍～

『失われた地図』
　著者：恩田　陸　
発行：KADOKAWA

～児童書～

『きょうはたんじょうび』
文：中川　ひろたか

絵：村上　康成
発行：童心社

～一般書籍～

『ポジティブ・ワード』
著者：メンタリスト DaiGo

発行：日本文芸社

今月の
おすすめ
図書

小林市立図書館

春
は
始
ま
り
の
季
節
。

桜
の
木
の
成
長
と
と
も
に

「
１
年
」
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

市立図書館
川
か わ の

野　沙
さ お り

織さん

木星がシーズン in ！

天空の羅針盤

　夜の帳
とばり

が降りた頃、東天にひときわ光彩を
放つ星に気づきます。木星の観望シーズン
がやってきました。中旬を過ぎる頃には、週
末の観望会でも楽しめる天体に入ってきま
す。太陽系最大の惑星「木星」は、表面の模
様が豊かで、天体望遠鏡では条件の良い時に
は５本～６本の縞模様を見ることができます。
1610 年に初めて望遠鏡を木星に向けたイタ
リアの天文学者ガリレオ・ガリレイは木星の
周りを回る４つの明るい衛星を発見。この衛
星の影が小さな黒丸状に木星表面に見える光
景に恵まれる時もあります。にぎやかな姿を
見せる木星を眺めながら往時に思いを馳せて
みてはいかがですか。【お知らせ】今月の観望
会は毎週土・日の 20 時～、21 時～。昼間が
１日（土 ) ～９日 ( 日 ) および 29 日 ( 土 )・
30日(日)の14時～15時。休館は毎週火曜。

４月２０日午後８時の東天
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国
際
交
流
員
の
メ
ロ
ン
さ
ん

（
フ
ラ
ン
ス
出
身
）
が
教
え
ま
す
。

英
会
話
や
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
楽

し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
程

英
会
話　

▼
昼
コ
ー
ス
（
全
5
回
）

　

4
月
25
日
（
火
曜
）

　
　

～
6
月
27
日
（
火
曜
）

　

14
時
～
15
時　

▽
開
催
予
定
日

　

4
月
25
日
・
5
月
16
日
・
30
日
・

6
月
13
日
・
27
日

▼
夜
コ
ー
ス
（
全
5
回
）

　

4
月
26
日
（
水
曜
）

　
　

～
6
月
28
日
（
水
曜
）

　

18
時
30
分
～
19
時
30
分

▽
開
催
予
定
日

　

4
月
26
日
・
5
月
17
日
・
31
日
・

6
月
14
日
・
28
日

フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
知
ろ
う

▼
昼
コ
ー
ス
（
全
5
回
）

　

4
月
25
日
（
火
曜
）

　
　

～
6
月
27
日
（
火
曜
）

　

15
時
30
分
～
16
時
30
分　

▽
開
催
予
定
日

　

4
月
25
日
・
5
月
16
日
・
30
日
・

6
月
13
日
・
27
日

▼
夜
コ
ー
ス
（
全
5
回
）

　

4
月
26
日
（
水
曜
）

　
　

～
6
月
28
日
（
水
曜
）

　

20
時
～
21
時

▽
開
催
予
定
日

　

4
月
26
日
・
5
月
17
日
・
31
日
・

6
月
14
日
・
28
日

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
対
象

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

※
高
校
生
以
上

◆
定
員　

各
コ
ー
ス
15
人
程
度　

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
締
切　

4
月
17
日
（
月
曜
）

●
申
・
問

・
社
会
教
育
課

　

℡
22
‐
７
９
１
２

　

県
内
企
業
と
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職

希
望
者
、
大
学
等
新
規
卒
業
予
定

者
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、
県
外

3
会
場
で
ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
・
場
所

・
大
阪　

4
月
9
日
（
日
曜
）

　

大
阪
駅
前
第
3
ビ
ル
17
階

・
福
岡　

4
月
23
日
（
日
曜
）

　

天
神
ビ
ル
11
階

・
東
京　

4
月
30
日
（
日
曜
）

　

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
渋
谷

　

4
階

◆
時
間

　

13
時
～
16
時
（
受
付
12
時
～
）

◆
対
象
者

①
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
希
望
の
一
般

　

求
職
者

②
平
成
30
年
3
月
大
学
等
卒
業
予

　

定
者
（
企
業
概
要
の
説
明
の
み
）

※
高
校
卒
業
予
定
者
は
除
く

◆
参
加
料

　

無
料
（
事
前
申
込
み
不
要
）

◆
参
加
企
業

　

県
内
企
業
延
べ
１
１
０
社

※
参
加
企
業
の
詳
細
は
、
宮
崎
県

　

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認

　

く
だ
さ
い
。「
宮
崎
県
就
職
説

　

明
会
」
で
検
索

◆
内
容

　

企
業
と
の
個
別
面
談
会
、
各
種

相
談
コ
ー
ナ
ー

●
問
・
県
雇
用
労
働
政
策
課

　

℡
０
９
８
５
‐
26
‐
７
１
０
５

　
「
そ
う
だ
っ
た
の
か
！
」
聞
い

て
納
得
の
多
様
な
講
座
で
、
新
し

い
こ
と
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
応
募
資
格

　

市
内
在
住
の
40
歳
以
上

◆
学
習
内
容

　

衣
食
住
の
「
衣
」
講
座
・
国
際

交
流
員
と
の
談
話
・
小
林
保
護
司

会
の
講
話
・
視
察
研
修
ほ
か

◆
日
程
（
毎
月
１
回
全
10
回
）

　

５
月
～
平
成
30
年
２
月

　

第
２
火
曜

　

９
時
30
分
～
12
時

※
都
合
に
よ
り
変
更
あ
り

◆
場
所

　

中
央
公
民
館　

ほ
か

◆
受
講
料

　

年
間
１
０
０
０
円

※
教
材
費
、
食
費
、
保
険
料
な
ど

　

は
別
途
個
人
負
担

◆
募
集
人
数　

40
人

◆
申
込
期
間

　

４
月
３
日
（
月
曜
）
～
21
日
（
金
曜
）

※
開
級
式
は
５
月
９
日
（
火
）
の

　

予
定
。
詳
し
く
は
受
講
者
に
ハ

　

ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

●
問 

・
社
会
教
育
課

　

℡
22
‐
７
９
１
２
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ラ
イ
フ
ス
コ
ラ
生
き
が
い
学
級

（
旧
：
高
齢
者
学
級
）
の
学
級
生

を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
対
象

　

市
内
在
住
者
で
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
人
な
ら
ど
な
た
で
も
入
級

で
き
ま
す
。

◆
学
習
内
容

　

社
会
・
家
庭
生
活
、
健
康
・
体

力
づ
く
り
、
福
祉
制
度
、
視
察
研

修
な
ど

◆
日
時

　

5
月
～
平
成
30
年
2
月　

▼
小
林
地
区
（
月
1
回
、年
10
回
）

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
野
尻
地
区
（
年
8
回
程
度
）

　

13
時
30
分
～
15
時

▼
須
木
地
区
（
年
5
回
）

　

9
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
開
設
場
所　

　

中
央
学
級
（
中
央
公
民
館
）、
三

松
学
級
（
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
）、
西
小
林
学
級
（
西
小
林
児

童
セ
ン
タ
ー
）、
細
野
学
級
（
細
野

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）、
永
田

町
学
級
（
永
田
町
教
育
集
会
所
）、

須
木
い
き
が
い
学
級
（
須
木
総
合

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
）、
三
ケ
野
山

学
級
（
野
尻
町
い
き
い
き
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）、東
麓
学
級（
野

尻
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
：
友
愛

会
館
）、
紙
屋
学
級
（
紙
屋
老
人
福

祉
館
：
や
す
ら
ぎ
荘
）

◆
申
込
期
間

　

4
月
3
日
（
月
曜
）
～
28
日
（
金
曜
）

※
年
度
途
中
で
も
加
入
で
き
ま
す

◆
申
込
方
法

校
区
の
学
級
長
さ
ん
お
よ
び
各
地

区
の
単
老
長
さ
ん
へ
連
絡
く
だ
さ

い
。
ま
た
は
、
社
会
教
育
課
お
よ

び
須
木
・
野
尻
各
分
室
へ
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問

・
社
会
教
育
課

　

℡
22
‐
７
９
１
２

・
教
育
部
須
木
分
室

　

℡
48
‐
２
２
６
６

・
教
育
部
野
尻
分
室

　

℡
44
‐
１
１
０
０

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
座

　

仕
事
の
余
暇
を
使
っ
て
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
で
汗
を
流
し
な
が
ら
友

達
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
！

◆
日
時
（
毎
週
火
曜
、
全
8
回
）

　

5
月
9
日
～
6
月
27
日

　

20
時
～
22
時

◆
場
所　

市
民
体
育
館

◆
対
象

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
独
身

の
人

※
申
込
多
数
の
場
合
抽
選

◆
費
用　

１
０
０
０
円

※
ス
ポ
ー
ツ
保
険
代
・
シ
ャ
ト
ル

　

代
は
別
途
必
要
。
ラ
ケ
ッ
ト
は

　

各
自
持
参

◆
定
員　

25
人

サ
ン
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
（
夏
バ
ー

ジ
ョ
ン
）
講
座

　

部
屋
に
夏
の
光
を
と
り
込
む
ア

ク
セ
サ
リ
ー
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

◆
日
程
（
１
回
）

　

5
月
11
日
（
木
曜
）
19
時
～
21
時

◆
場
所　

中
央
公
民
館　

◆
対
象

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
お
お

む
ね
40
歳
ま
で
の
人

※
対
象
以
外
の
人
も
受
付
け
ま
す

　

が
、
申
込
多
数
の
場
合
は
対
象

　

者
を
優
先

◆
費
用　

５
０
０
円

※
材
料
費
は
別
途
必
要

◆
定
員　

10
人

共
通
事
項

◆
申
込
締
切　

4
月
25
日（
火
曜
）

◆
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜　

9
時
～
17
時

●
申
・
問

・
中
央
公
民
館

　

℡
22
‐
３
４
８
２

　

国
民
健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
）

に
加
入
し
て
い
る
学
生
で
進
学
の

た
め
転
出
し
た
人
は
、
特
例
で
市

の
国
保
の
保
険
証
を
利
用
で
き
ま

す
。
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
、
５
月
31
日
ま
で
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

①
進
学
の
た
め
転
出
す
る
場
合

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

国
保
の
保
険
証
、
世
帯
主
の
印

鑑
、
本
人
と
世
帯
主
の
個
人
番
号

の
確
認
で
き
る
書
類
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
や
通
知
カ
ー
ド
な

ど
）、
卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業

証
書
、
進
学
後
の
在
学
証
明
書

（
4
月
1
日
以
降
に
発
行
さ
れ
た

も
の
）

②
現
在
、
特
例
で
市
の
国
保
の
保

険
証
を
利
用
し
て
い
る
場
合

　

毎
年
、
学
年
ご
と
に
更
新
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

国
保
の
保
険
証
、
世
帯
主
の
印

鑑
、
本
人
と
世
帯
主
の
個
人
番
号

の
確
認
で
き
る
書
類
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
や
通
知
カ
ー
ド
な

ど
）、
在
学
証
明
書
（
4
月
1
日

以
降
に
発
行
さ
れ
た
も
の
）

③
②
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
今
回

　

卒
業
（
就
職
）
し
、
国
保
を
喪

　

失
す
る
場
合

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

国
保
の
保
険
証
、
世
帯
主
の
印

鑑
、
本
人
と
世
帯
主
の
個
人
番
号

の
確
認
で
き
る
書
類
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
や
通
知
カ
ー
ド
な

ど
）、
職
場
で
交
付
さ
れ
た
健
康
保

険
証
な
ど
（
持
っ
て
い
る
場
合
）、

卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
証
書

◆
注
意
事
項

・
学
生
証
や
在
学
証
明
書
の
写
な

　

ど
で
は
交
付
す
る
こ
と
が
で
き

　

ま
せ
ん

◆
手
続
き
窓
口

　

ほ
け
ん
課
、須
木
住
民
生
活
課
、

野
尻
住
民
生
活
課

●
問

・
ほ
け
ん
課

　

℡
23
‐
０
１
１
６

２０１7 年　4 月１日号

メ
ロ
ン
さ
ん
の

外
国
語
教
室
（
無
料
）

ラ
イ
フ
ス
コ
ラ

生
き
が
い
学
級

宮
崎
県
ふ
る
さ
と

就
職
説
明
会

元
気
カ
レ
ッ
ジ

「
し
あ
わ
せ
学
園
」

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講
座

地域おこし協力隊通信

　野尻に来
て、 地 域 お
こし協力隊
として何が
できるか考
えていたと
き、 学 生 時
代から続け
ていた「聞き書き」をやりたいと思いました。
この町に暮らしてきた方々の生活を通して見
る、文化や歴史。そこに大切なかけがいのない
ものがあると感じていたからです。
　その思いから約１年間の取材を通して、野尻
の文化や歴史を語り継ぐ「のじりききがき」メ
ロン物語と畜産物語の冊子を作成しました。市
役所や図書館などで配布していますので、ぜひ
ご覧ください。

「
の
じ
り
き
き
が
き
」
の

冊
子
が
完
成
！

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

細
ほ そ か わ

川　絵
え み

美 隊員

【
家
族
介
護
者
の
集
い
（
認
知
症
家
族
の
会
）】
参
加
費
無
料
、
申
込
不
要
で
す
の
で
、
現
在
、
介
護
を
し
て
い
て
悩
み
や
相
談
な
ど
が
あ
る
人
や
介
護
を
卒
業
さ
れ
た
人
な
ど
、
ぜ
ひ
参
加

く
だ
さ
い
。
日
時
：
5
月
13
日
（
土
曜
）
10
時
～
12
時 

場
所:

ア
ダ
ル
（
こ
ば
や
し
ハ
ー
ト
ム
駅
前
茶
の
ん
場
）（
●
問
：
小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

℡
25
‐
０
７
０
７
）

▼▼
保
健
・
福
祉

学
生
の
国
民
健
康
保
険

証
の
発
行
に
つ
い
て



小林に住んで 1 年がたちましたが残念なことに
4 月には鹿児島へ転勤します。ここで出会った
生徒たちは、フレンドリーで、活発ですし優秀な
生徒ばかりです。もう教えたり、一緒に遊んだり
できなくなることはさみしいですが、生徒たちに
出会えたことはとても幸運なことだと感じていま
す。また近いうちに小林を訪れ、親しい友人に会
えるのを楽しみにしています。

I have now lived 
in Kobayashi for 
a year but sadly 
I  mus t  move 
to Kagoshima 
from April. The 
students here are friendly, energetic and 
bright, I will miss teaching them and playing 
with them very much and I feel very lucky 
to have met them. I hope to visit Kobayashi 
again soon and visit all my friends here.

『Hello! Hola! Dia duit! ~ALT の英語コラム ~』

Goodbye for now   - from  Kevin-

　フランスでは、4 月 1 日は ｢Poisson d'avril
（4 月の魚）｣、という日になっています。フ
ランス人はエイプリールフールもしますが、
いたずらとして自分が作った紙で出来ている
魚を、友達や家族の背中にテープで貼ります。
　さらに、フランスは日本と違って学年が 4
月で変わりませんので、小学校で子供たちも
先生と一緒に作る習慣があります。その日は
普通に授業がありますが、一日中、仲間や先
生の背中に貼って楽しみます。たとえば、ハ
グなどのふりをして、相手が気づかないよ
うに貼りま
す。それで、
みんなは魚
がついてい
る人を見た
ら、くすく
すと笑いま
す。

国際交流員の『メロンばなし』

4 月の魚さようなら。またあいましょう

ＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）

　

年
度
内
年
齢
40
歳
～
74
歳
の
国

民
健
康
保
険
加
入
者
が
対
象
で

す
。
対
象
者
に
は
、
受
診
券
と
特

定
健
診
実
施
医
療
機
関
一
覧
を
5

月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
受
診
券
に
同
封
さ
れ
た
お
知

ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
国
保
人
間
ド
ッ
ク
・
国
保
脳
ド

　

ッ
ク
を
受
診
す
る
人
は
、
ド
ッ

　

ク
の
内
容
に
特
定
健
診
の
検
査

　

項
目
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で

　

特
定
健
診
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

◆
受
診
期
間

　

6
月
1
日
（
木
曜
）

　

～
平
成
30
年
1
月
31
日（
水
曜
）

◆
検
査
項
目

　

問
診
、
身
長
、
体
重
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、

腹
囲
、
血
圧
、
尿
検
査
、
血
液
検
査

◆
受
診
料　

無
料

◆
受
診
方
法

　

特
定
健
診
実
施
医
療
機
関
で
の

個
別
健
診
、
ま
た
は
地
区
体
育
館

な
ど
で
の
集
団
健
診

国
保
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

　

年
度
内
年
齢
35
歳
～
74
歳
の
国

民
健
康
保
険
加
入
者
が
対
象
で

す
。
平
成
29
年
度
特
定
健
診
・
が

ん
検
診
希
望
調
査
票
で
、
国
保
人

間
ド
ッ
ク
・
国
保
脳
ド
ッ
ク
に
○

印
を
付
け
た
人
も
、
申
込
み
手
続

き
が
必
要
で
す
。

※
申
込
多
数
の
場
合
、
抽
選

※
昨
年
度
国
保
人
間
ド
ッ
ク
・
国

　

保
脳
ド
ッ
ク
い
ず
れ
か
を
受
診

　

し
た
人
は
、
受
診
で
き
ま
せ
ん

国
保
人
間
ド
ッ
ク

◆
定
員　

２
０
０
人

◆
受
診
期
間

　

6
月
1
日
（
木
曜
）

　

～
平
成
30
年
1
月
31
日（
水
曜
）

◆
検
査
項
目　

　

問
診
、
身
長
、
体
重
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、

腹
囲
、血
圧
、尿
検
査
、血
液
検
査
、

心
電
図
、
胸
部
Ｘ
線
、
胃
透
視
ま

た
は
胃
カ
メ
ラ
、
便
潜
血
反
応

国
保
脳
ド
ッ
ク

◆
定
員　

２
５
０
人

◆
受
診
期
間

　

6
月
1
日
（
木
曜
）

　

～
平
成
30
年
3
月
30
日（
金
曜
）

◆
検
査
項
目

　

問
診
、
身
長
、
体
重
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、

腹
囲
、
血
圧
、
尿
検
査
、
血
液
検

査
、
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
、
頚

部
エ
コ
ー

共
通
事
項

◆
申
込
期
間

　

4
月
25
日
（
火
曜
）
～
30
日
（
日
曜
）

　

9
時
～
17
時　

※
土
日
は
保
健
セ
ン
タ
ー
の
み
申

　

込
み
で
き
ま
す

◆
受
診
料

　

い
ず
れ
も
７
０
０
０
円

◆
申
込
に
必
要
な
も
の

　

小
林
市
の
国
保
の
保
険
証
、
印

鑑
（
認
印
可　

ネ
ー
ム
ス
タ
ン
プ

不
可
）

●
申
・
問

・
健
康
推
進
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

℡
23
‐
０
３
２
３

・
須
木
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
48
‐
３
１
３
２

・
野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
44
‐
１
１
０
０

・
西
小
林
出
張
所

　

℡
27
‐
２
１
８
０　

・
紙
屋
出
張
所

　

℡
46
‐
０
１
０
１

　

自
己
の
資
産
と
近
隣
の
資
産
の

価
格
を
比
較
で
き
る
よ
う
に
縦
覧

帳
簿
を
設
置
し
ま
す
。
縦
覧
は
無

料
で
す
が
、
課
税
台
帳
の
交
付
は

有
料
で
す
。

◆
日
程

　

4
月
3
日
（
月
曜
）

　
　

～
5
月
1
日
（
月
曜
）

※
土
日
、
祝
日
は
除
く

◆
場
所

　

税
務
課
、
須
木
・
野
尻
庁
舎
住

民
生
活
課

◆
対
象

　

本
市
固
定
資
産
税
の
納
税
者
、

ま
た
は
納
税
者
の
委
任
を
受
け
た

代
理
人

●
問

・
税
務
課

　

℡
23
‐
０
１
１
５

　

４
月
1
日
か
ら
、
西
諸
県
地
域

の
消
費
生
活
相
談
を
広
域
的
に
連

携
し
て
行
う
た
め
に
、
消
費
生
活

相
談
員
を
配
置
し
、
消
費
生
活
の

質
問
や
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
に
お
答

え
し
ま
す
。

◆
相
談
日

　

月
曜
～
金
曜

　

9
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く

※
5
月
か
ら
毎
週
火
曜
は
、
え
び

　

の
市
で
、
第
2
水
曜
は
高
原
町

　

で
の
相
談
受
付
と
な
り
ま
す

※
え
び
の
市
・
高
原
町
で
の
相
談

　

時
間
は
、
10
時
～
12
時
、
13
時

　

～
15
時

◆
相
談
場
所

　

小
林
市
市
民
課
、
え
び
の
市
市

民
環
境
課
、
高
原
町
総
務
課

◆
相
談
方
法

　

相
談
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に

電
話
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問

・
市
民
課

　

℡
23
‐
１
１
４
１

・
え
び
の
市　

市
民
環
境
課　

　

℡
35
‐
３
７
３
１

・
高
原
町　

総
務
課　

　

℡
42
‐
２
１
１
２

　

３
月
か
ら
自
衛
隊
宮
崎
地
方
協

力
本
部
小
林
地
域
事
務
所
が
、
小

林
市
堤
か
ら
法
務
局
小
林
出
張
所

の
２
階
に
移
転
し
ま
し
た
。

◆
新
住
所

　

〒
８
８
６
‐
０
０
０
４

　

小
林
市
細
野
２
６
６
番
地
１

●
問

・
自
衛
隊
宮
崎
協
力
本
部

　

小
林
地
域
事
務
所

　

℡
22
‐
５
２
５
４　
　

　
　

22
‐
５
２
５
７

２０１7 年　4 月１日号
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自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力

本
部
小
林
地
域
事
務
所

が
移
転
し
ま
し
た

ケビン先生より

消
費
生
活
相
談
員
を
配

置
し
ま
す

特
定
健
康
診
査
お
よ
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『力を合わせて』

～　“こころ” と “からだ” の元気応援団　～

『健康推進課』編

　健康推進課は、すべての市民
が、生涯健やかで「豊かな人生」

「幸せな人生」を送ることができ
る小林市をめざし、各種関係団
体・各種推進員と健康増進計画

「健康こばやし 21」を推進して
います。
　なかでも、ウォーキングクラ
ブは、２月 25 日から 26 日にか
けて開催された「こばやし霧島
連山絶景ウォーク」で、市民の
ウォーキング人口の増加に勢力
的に取り組むなど、“からだ”の
健康づくりにご協力いただいて
おります。

　また、NPO 法 人 こ ば や し
ハ ー ト ム と一緒に、市民一人
ひとりが、誰も自殺に追い込ま
れることのない、居心地の良い
地域づくりによる“こころ”の
健康をめざし、地域随所に茶飲
ん場を展開しています。
　市民のために、これからも、“こ
ころ”と“からだ”の健康をと
もに応援していきます。

2 月 4 日に開催した健康フェスタの様
子。中央公民館で茶飲ん場を開設し、
参加者同士で話が弾みました

市 役 所  × ウ ォ ー キ ン グ ク ラ ブ × N P O 法 人 こ ば や し ハ ー ト ム

健康推進課の主な業務
「愛 CAN 笑顔あふれるまち小林」を
合言葉に、子どもから大人の健康づ
くりを支援。予防接種・各種健康診査・
各種がん検診・健康相談・健康教育

一緒に“こころ”と“からだ”の
健康づくりに取り組みましょう！


